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絵
図
を
各
々
狸
造
し
た
り
、
『
証
類
本
草
」
か
ら
条
文
を
抄
録
し
た
り
し

た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
曹
暉
氏
は
弘
治
本
に
原
本
と
副
本
の
二
種
が
あ
っ
た
と
報

告
す
る
。
む
ろ
ん
杏
雨
書
屋
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
は
弘
治
本
の
原

本
に
違
い
な
い
。
こ
の
弘
治
原
本
は
献
上
か
ら
流
出
ま
で
宮
廷
に
秘
蔵

さ
れ
、
複
写
は
ほ
ぼ
不
可
能
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
す
る
と
巻
二
を

欠
落
し
て
い
た
の
は
弘
治
副
本
だ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
こ
の

弘
治
副
本
か
ら
の
複
写
は
原
本
よ
り
容
易
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
副

本
か
ら
各
複
写
本
が
作
製
さ
れ
た
時
、
巻
二
欠
落
部
の
絵
図
を
程
造
、

な
い
し
欠
落
し
た
ま
ま
に
さ
れ
、
条
文
も
『
証
類
本
草
」
か
ら
摘
録
さ

れ
た
り
、
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
各
伝
本
の
巻
二
の
み
に

様
々
な
相
違
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
結
果
は
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

（
一
）
各
伝
本
と
弘
治
本
に
お
け
る
巻
二
の
絵
図
・
本
文
の
相
違
と
一
致

は
、
伝
本
の
系
統
関
係
と
ル
ー
ツ
を
解
明
す
る
根
拠
と
な
る
。

（
二
）
巻
二
の
絵
図
や
条
文
が
弘
治
本
と
一
致
す
る
①
～
⑥
お
よ
び
⑭

（
巻
十
三
以
降
）
は
、
弘
治
原
本
の
系
統
で
あ
る
。

（
三
）
巻
二
の
絵
図
や
本
文
が
弘
治
本
と
一
致
し
な
い
⑦
～
⑬
お
よ
び

⑭
（
巻
一
・
巻
二
）
は
弘
治
副
本
の
系
統
で
あ
る
。

貴
重
な
弘
治
本
・
明
写
本
・
康
煕
本
お
よ
び
「
精
絵
本
草
図
」
の
閲

覧
を
許
さ
れ
た
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
、
ま
た
当
研
究
を
指
導

い
た
だ
い
た
茨
城
大
学
教
授
真
柳
誠
、
中
国
中
医
研
究
院
教
授
鄭
金
生

の
両
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
本
研
究
の
一
部
は
日
中
笹
川
医
学
研
究

者
制
度
の
助
成
に
よ
る
。
（
平
成
十
六
年
一
月
例
会
）

「
断
種
法
史
上
の
人
び
と
」
と
し
て
今
ま
で
と
り
あ
げ
て
き
た
の
は
、

齋
藤
玉
男
（
賛
成
か
ら
慎
重
論
へ
）

金
子
準
二
（
反
対
）

永
井
潜
（
推
進
）

吉
益
脩
夫
（
推
進
）

三
宅
鑛
一
（
推
進
）

成
田
勝
郎
・
菊
地
甚
一
（
反
対
）

で
あ
る
。
今
回
は
、
当
時
の
精
神
科
医
の
大
勢
に
つ
き
報
告
す
る
た
め
、

そ
の
代
表
と
し
て
齋
藤
茂
吉
を
え
ら
ん
だ
。
こ
の
七
回
の
連
続
報
告
に

よ
っ
て
、
精
神
科
医
を
主
と
す
る
関
係
者
の
主
要
な
人
は
あ
げ
お
え
た
。

あ
と
一
人
あ
げ
れ
ば
、
金
子
に
ち
か
か
っ
た
植
松
七
九
郎
の
反
対
論
が

あ
る
。精

神
科
医
の
大
勢
を
み
る
た
め
に
、
一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
年
）

に
日
本
精
神
衛
生
協
会
（
現
在
の
日
本
精
神
衛
生
会
の
前
身
、
会
員
は

医
師
に
は
か
ぎ
ら
な
い
）
が
お
こ
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
お
よ

び
そ
れ
に
も
と
づ
く
座
談
会
を
み
て
お
こ
う
（
「
精
神
衛
生
』
第
一
二
号
、

一
九
三
八
年
）
・

三
月
一
○
日
づ
け
で
会
員
に
だ
さ
れ
た
質
問
は
、

一
、
断
種
の
精
神
可
否

齋
藤
茂
吉
・
ほ
か

Ｉ
断
種
法
史
上
の
人
び
と
（
そ
の
七
）

岡

田
靖
雄
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二
、
断
種
を
法
律
と
す
る
事
の
可
否

三
、
法
律
と
す
る
場
合

イ
、
被
断
種
者
の
範
囲

ロ
、
強
制
法
と
す
る
事
の
可
否

ハ
、
其
の
他
手
術
の
方
法
等

四
、
今
迄
の
御
経
験
に
て
断
種
を
施
す
こ
と
の
望
ま
し
き
実
例
あ
ら

ば
そ
の
詳
細

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
三
月
二
五
日
期
限
と
さ
れ
た
こ
の
質
問
五
四

○
通
に
よ
せ
ら
れ
た
回
答
は
九
四
通
で
あ
っ
た
。

回
答
の
主
要
内
容
は
、

一
、
可
八
五
、
否
六
、
保
留
三

二
、
可
七
二
、
否
一
四
、
保
留
八

三
、
イ
、
範
囲
は
き
め
が
た
く
個
別
例
に
よ
る
と
す
る
も
の
、
お
よ

び
、
悪
質
遺
伝
が
確
実
な
精
神
異
常
者
、
犯
罪
者
、
癩
者
、

花
柳
病
、
慢
性
腎
炎
な
ど
と
病
名
を
列
挙
す
る
も
の
、
た
だ

し
こ
の
列
挙
さ
れ
た
も
の
に
共
通
の
も
の
は
な
い
・

ロ
、
可
五
一
、
否
三
一
、
保
留
一
二

ハ
、
結
紮
、
人
工
流
産
、
副
出
、
去
勢
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
照
射
、

具
体
的
に
は
専
門
家
に
一
任
、
空
白
の
も
の
三
二

編
集
担
当
の
金
原
種
光
理
事
は
、
「
多
数
意
見
と
し
て
回
答
の
与
へ
る

総
論
」
を
、

一
、
断
種
は
特
殊
の
場
合
に
於
て
は
民
族
自
衛
上
止
む
を
得
ざ
る
手

段
と
し
て
許
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
之
が
合
法
化
に
就
て
考

慮
さ
れ
る
こ
と
は
妥
当
で
る
。

二
、
断
種
に
は
強
制
形
式
と
任
意
形
式
と
が
併
用
さ
る
べ
き
で
あ

る
。

三
、
断
種
の
判
定
は
国
家
機
関
が
之
に
当
る
べ
き
で
あ
る
。

四
、
断
種
の
術
式
は
結
紮
法
に
拠
る
べ
き
で
あ
る
。

と
ま
と
め
た
。
こ
こ
に
い
う
「
民
族
自
衛
」
に
は
注
釈
を
要
す
る
だ
ろ

う
。
出
生
率
は
一
九
二
六
年
が
三
四
・
八
だ
っ
た
の
が
、
一
九
三
五
年

に
三
一
・
六
と
低
下
し
た
の
に
た
い
し
、
人
口
万
対
の
精
神
病
者
数
は

九
・
九
八
が
一
二
・
二
と
激
増
し
た
と
の
認
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
精
神
衛
生
協
会
は
同
年
五
月
六
日
に
、
前
記
回
答
に
も
と
づ
き
、

断
種
問
題
に
関
す
る
理
事
懇
談
会
を
お
こ
な
っ
た
。
出
席
者
の
意
見
を

断
定
的
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
一
五
名
中
断
種
法
に
賛
成
六
、
消
極
的

賛
成
四
、
反
対
四
、
無
発
言
一
で
あ
る
。
全
体
に
発
言
の
歯
切
れ
は
よ

く
な
い
。
と
く
に
、
回
答
お
よ
び
懇
談
会
記
録
の
発
表
に
つ
い
て
、
こ

れ
が
協
会
の
意
見
で
あ
る
と
と
ら
れ
て
は
こ
ま
る
と
の
慎
重
論
が
つ
よ

か
っ
た
。
ま
た
、
断
種
法
に
反
対
の
者
も
断
種
そ
の
も
の
に
は
反
対
で

な
く
、
賛
成
者
も
、
断
種
の
民
族
衛
生
上
の
効
果
は
微
少
で
あ
る
が
断

種
の
途
は
ひ
ら
い
て
お
く
べ
き
だ
、
と
い
う
の
が
大
勢
で
あ
っ
た
。
発

表
に
つ
い
て
は
常
務
理
事
会
お
よ
び
拡
大
編
集
打
ち
合
わ
せ
会
で
検
討

し
、
機
関
誌
『
精
神
衛
生
」
は
非
売
品
と
し
て
、
懇
談
会
記
録
は
ほ
ぼ

そ
の
ま
ま
機
関
誌
に
の
せ
ら
れ
た
。

さ
て
、
わ
た
し
は
一
九
八
○
年
四
月
二
六
日
の
こ
の
例
会
で
「
精
神

科
医
齋
藤
茂
吉
」
を
報
告
し
、
ま
た
二
○
○
○
年
に
『
精
神
病
医
齋
藤

茂
吉
の
生
涯
』
（
思
文
閣
出
版
・
京
都
）
を
だ
し
た
。
当
時
青
山
脳
病
院

長
で
あ
っ
た
か
れ
は
性
の
問
題
に
つ
い
て
、
患
者
に
は
開
明
的
な
指
導
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を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
し
、
自
身
で
は
器
官
的
・
排
泄
機
能
的
な
見

方
も
し
て
い
た
（
来
年
の
例
会
で
「
齋
藤
茂
吉
の
性
」
を
報
告
す
る
予

定
で
あ
る
）
・

断
種
法
問
題
が
た
け
な
わ
だ
っ
た
一
九
三
九
年
、
か
れ
は
も
と
め
ら

れ
て
新
聞
紙
上
に
二
回
意
見
を
表
明
し
た
。
「
断
種
法
問
題
解
決
の
た

め
」
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
、
六
月
六
日
、
談
話
形
式
、
「
全
集
」
第
二
六

巻
、
一
九
七
六
年
）
、
「
断
種
そ
の
他
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
六

月
一
二
’
二
四
日
、
自
筆
原
稿
に
よ
っ
て
『
全
集
」
第
六
巻
、
一
九
七

四
年
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

断
種
も
そ
れ
が
役
だ
つ
善
法
だ
と
見
通
し
が
つ
い
た
ら
、
す
こ
し
の

障
害
は
お
し
き
っ
て
も
実
行
の
途
に
の
ぼ
る
の
が
自
然
な
や
り
方
だ
ろ

う
。
今
回
厚
生
省
が
主
に
な
っ
て
全
国
精
神
病
者
の
家
系
調
査
を
一
斉

に
や
る
の
は
、
わ
が
国
独
特
の
法
を
た
て
る
前
提
で
、
よ
い
こ
と
だ
。

外
国
の
調
査
結
果
も
尊
重
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
わ
が
国
で
は
、

「
日
本
民
族
」
と
い
う
統
一
的
概
念
が
基
本
と
な
る
。

断
種
は
通
俗
的
に
、
ホ
ル
モ
ン
が
な
く
な
る
、
家
系
が
な
く
な
る
、

な
ど
と
さ
わ
が
れ
る
が
、
そ
う
い
う
の
は
わ
る
い
錯
誤
で
あ
る
。
断
種

は
ま
た
民
族
衛
生
の
「
一
つ
の
方
法
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
「
唯

一
の
方
法
」
で
は
な
い
。
遺
伝
も
精
神
病
の
原
因
の
一
つ
だ
が
、
唯
一

の
も
の
で
は
な
い
。
精
神
病
者
は
「
生
け
る
屍
」
な
ど
で
は
な
く
、
精

神
病
と
い
え
ど
も
一
つ
の
病
い
で
あ
る
。
精
神
病
に
関
す
る
こ
と
は
第

二
段
、
第
三
段
に
さ
れ
て
き
た
。
「
そ
れ
が
今
回
、
精
神
病
を
対
象
と
す

る
場
合
の
多
い
「
断
種
」
問
題
に
つ
い
て
、
国
家
が
い
き
ほ
ひ
込
ん
で

ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
我
国
運
の
興
隆
し
て
止
ま
ざ
る
一
現
象
と
看
倣

し
得
る
の
で
あ
る
」
。
ち
な
み
に
、
「
断
種
」
の
語
は
誤
解
を
ま
ね
き
や

す
い
。
ま
た
、
精
神
病
の
な
か
に
は
、
な
か
な
か
判
断
の
つ
き
が
た
い

も
の
も
沢
山
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
の
が
、
か
れ
の
意
見
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
呉
秀
三
の
意
見
を
紹
介
し
て
、
こ
の
連
続
報
告
の
締
め
括

り
と
し
た
い
・

呉
は
一
九
○
九
年
（
明
治
四
二
年
）
二
月
二
一
日
ダ
ル
ウ
イ
ン
記

念
講
演
会
で
「
血
統
と
人
妖
」
の
講
演
を
し
た
（
「
人
性
」
第
六
巻
第
一

一
号
、
一
九
一
○
年
）
。
「
人
妖
」
と
は
お
だ
や
か
な
ら
ぬ
面
妖
な
表
現

だ
が
、
「
精
神
病
者
又
類
同
者
は
人
間
の
変
り
者
で
世
間
の
厄
介
物
で
あ

る
か
ら
一
口
で
言
ふ
為
に
人
妖
と
仮
の
名
前
を
付
け
ま
し
て
」
と
呉
は

い
う
。
遺
伝
と
人
妖
と
の
予
防
に
強
迫
方
法
と
自
由
の
方
法
と
が
あ
る
。

精
神
病
遺
伝
の
傾
向
あ
る
者
。
一
度
精
神
病
に
か
か
っ
た
者
・
現
在
精

神
病
の
者
の
結
婚
の
禁
止
が
か
ん
が
え
ら
れ
る
が
、
「
法
律
で
結
婚
を
止

め
て
も
野
合
に
な
る
。
又
、
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、

国
家
で
も
出
来
ぬ
と
い
ふ
訳
で
あ
り
ま
す
」
。
「
モ
ウ
ー
ッ
は
遺
伝
の
虞

の
あ
る
父
母
の
間
に
出
来
た
子
は
、
後
に
人
妖
に
な
る
だ
ら
う
か
ら
、

人
妖
の
卵
子
の
中
に
、
之
を
早
く
殺
し
て
仕
舞
ふ
が
宜
し
い
と
い
ふ
説

で
あ
り
ま
す
。
是
は
所
謂
根
絶
療
法
で
あ
っ
て
、
国
家
的
生
殖
淘
汰
、

即
ち
国
家
に
依
て
生
殖
作
用
を
制
限
し
て
、
悪
い
者
を
淘
汰
す
る
、
或

は
国
家
的
殺
菌
と
い
っ
て
、
国
家
の
方
法
を
以
て
、
人
間
の
中
か
ら
、

人
妖
を
無
く
し
て
仕
舞
ふ
こ
と
、
恰
も
石
炭
酸
を
以
て
、
徽
菌
を
殺
し

て
仕
舞
ふ
様
に
や
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
是
は
、
ど
う
も
人
権
問
題
で

あ
っ
て
、
其
人
間
を
殺
し
て
仕
舞
ふ
こ
と
は
出
来
ぬ
」
。
こ
う
呉
は
は
な
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（
一
）
は
じ
め
に

左
手
の
火
傷
に
よ
る
不
自
由
な
野
口
英
世
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
細

菌
学
へ
の
道
に
進
ん
だ
か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

先
ず
、
野
口
が
会
津
若
松
で
、
渡
部
鼎
の
下
で
如
何
な
る
医
学
教
育

を
受
け
た
か
を
報
告
し
た
い
。

次
に
済
生
学
舎
に
入
学
後
の
勉
学
で
、
細
菌
学
．
特
に
「
ペ
ス
ト
菌
」

の
顕
微
鏡
学
的
実
施
演
習
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
同
級
生
の
原
玄
一
郎

医
師
の
遺
品
か
ら
実
証
さ
れ
た
の
で
、
「
ペ
ス
ト
菌
」
を
中
心
に
野
口
の

済
生
学
舎
時
代
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

更
に
順
天
堂
時
代
に
入
り
、
そ
こ
で
は
、
済
生
学
舎
出
身
の
医
学
者
、

菅
野
徹
三
に
指
導
を
受
け
、
論
文
の
書
き
方
を
身
に
つ
け
た
こ
と
を
述

べ
た
い
。
そ
の
時
、
野
口
は
志
賀
潔
の
「
赤
痢
菌
」
に
つ
い
て
の
論
文

し
た
く一

九
二
一
年
（
大
正
一
○
年
）
五
月
、
東
京
精
神
病
学
会
例
会
で
、

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
精
神
薄
弱
児
訓
練
学
校
医
長
の
三
四
．
言
国
冑
尽

が
「
精
神
薄
弱
の
予
防
」
の
講
演
で
断
種
法
の
必
要
性
を
と
い
た
と
き
、

呉
は
否
定
的
慎
重
論
を
の
べ
た
。

（
平
成
十
六
年
一
月
例
会
）

済
生
学
舎
を
中
心
と
し
た
野
口
英
世
の
細
菌
学
へ
の
道
程

Ｉ
横
浜
海
港
検
疫
所
で
の
ペ
ス
ト
菌
発
見
迄
Ｉ

唐
沢
佑
安
・
殿
崎
正
明

が
官
報
に
掲
載
さ
れ
る
や
、
急
に
北
里
柴
三
郎
の
伝
染
病
研
究
所
へ
の

勤
務
を
熱
望
し
、
順
天
堂
の
佐
藤
進
・
血
脇
守
之
助
・
菅
野
徹
三
と
相

談
し
て
伝
染
病
研
究
所
に
入
り
、
本
格
的
な
細
菌
学
を
学
ん
だ
。
そ
こ

の
り
ひ
こ

に
は
、
済
生
学
舎
出
身
の
医
学
者
、
浅
川
範
彦
が
、
三
ヶ
月
の
「
細
菌

学
実
習
」
の
講
習
会
責
任
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。

野
口
は
、
伝
染
病
研
究
所
で
、
細
菌
の
検
出
法
・
培
養
法
・
血
清
の

免
疫
学
的
治
療
法
を
身
に
つ
け
て
、
明
治
三
十
二
年
六
月
二
十
二
日
、

横
浜
海
港
検
疫
所
で
、
東
洋
郵
船
の
「
亜
米
利
加
丸
」
の
船
員
よ
り
「
ペ

ス
ト
菌
」
を
検
出
し
た
。
以
下
順
を
追
っ
て
そ
の
経
過
を
報
告
し
た
い
。

（
二
）
渡
部
鼎
の
指
導
し
た
細
菌
学
・
病
理
学

現
在
、
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
（
旧
伝
染
病
研
究
所
）
に
あ
る
野

口
の
自
筆
の
履
歴
書
に
よ
る
と
、
○
明
治
二
十
七
年
九
月
一
日
よ
り
、

明
治
二
十
九
年
九
月
五
日
迄
、
ド
ク
ト
ル
渡
部
鼎
氏
に
就
き
、
基
礎
医

学
及
び
英
語
を
学
ぶ
…
…
と
記
し
て
い
る
。

渡
部
鼎
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
医
学
部
に
留
学
し
、

明
治
二
十
一
年
に
卒
業
し
て
、
「
肺
炎
に
つ
い
て
」
の
論
文
を
書
き
、
ド

ク
ト
ル
の
資
格
を
得
た
人
物
で
あ
る
。

明
治
二
十
七
年
か
ら
二
十
九
年
頃
カ
ー
ル
デ
ン
の
著
者
「
病
理
学

的
・
細
菌
学
的
検
究
術
式
綱
要
」
を
教
科
書
と
し
て
、
原
書
で
病
理
学
、

細
菌
学
の
組
織
の
標
本
の
作
り
方
、
染
色
の
仕
方
、
顕
微
鏡
の
見
方
を

講
述
し
て
い
る
。
こ
の
本
は
野
口
の
医
学
へ
の
基
礎
的
学
習
の
書
と
な

り
、
明
治
三
十
二
年
に
、
野
口
と
渡
部
の
英
訳
害
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

（
三
）
済
生
学
舎
で
の
「
ペ
ス
ト
菌
」
実
習

○
明
治
二
十
九
年
十
一
月
四
日
よ
り
、
明
治
三
十
年
八
月
三
十
日
迄
、


